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要  旨 
 
本論文は、中世の天台寺院で稚児を対象にして行われたと考えられる密教儀礼「児灌頂」
について、これまでなおざりにされてきた基礎的研究を確実に進めた点で画期的な成果であり、
児灌頂の本質を解明するとともに、中世思想におけるその位置付けを試みた、今後さらに大きく
展開する可能性をもった優れた論文である。 
児灌頂に関する研究は、1936年に刊行された今東光の小説『稚児』がきっかけとなり、一部に
好事家的ともいうべき興味からなる論及を得たが、1980年代になって、当時注目された王権論や
ジェンダー論を中心にした中世文学研究の中で再度焦点があてられ、多くの論者による積極的な
論究が進められてきた。しかし、先行するそれらの研究では、原資料の閲覧制限等を理由として、
児灌頂の一側面が紹介されるに止まり、関係史料諸本の残存状況を含めて、基礎事項は十分に整
理されてこなかった。近年では、諸本のうちの異本『弘児聖教秘伝私』を素材としている小説『稚
児』だけをもとにして、児灌頂を語る傾向さえ生じており、テキストの扱いにまで混乱が見られ
るような事態に陥っている。現段階では、「児灌頂とは何か」という根本的な問いに答えうる研究
はないと言っても過言ではないような状況である。 
そうした中で、本論文では以下の手順で、児灌頂に関する基礎的な考察が進められている。 
第一に、全国に散在する諸本を網羅的に調査し、その性格を明らかにし、「児灌頂の基本テキ
ストはどれか」という根本的な問題を考察する。そうして、そこで選定された基本テキストに基
づいて儀礼の実態をとらえようと試みる。 
第二に、児灌頂が内包する説話世界と、他の関連資料との関係を考察している。児灌頂という
儀礼の場では、真言や印明といった事相の他、多様な説話も口伝として相承されている。児灌頂
がどのような説話を摂取することによって教義を成立させていたかを考察することは、中世期の
密教思想における説話の享受の問題を考えることにも繋がっている。 
 以下、具体的に章立てに沿って、述べる。 
 第Ⅰ部「児灌頂の諸本」は、論究の基礎となる諸本研究である。『昭和現存天台書籍綜合目録』
に掲載される十四本とその後に確認された三本の計十七本の児灌頂のテキストについて、全国に 
 
  
 
散在するそれらを網羅的に調査した結果をまとめ、整理がなされている。先にも述べたように今
日の研究では、その基礎となるべきテキストの確認がおろそかにされており、現存テキストのす
べてを、破損や科研による悉皆調査途上のために閲覧不可のものは、マイクロフィルムなどで代
替したごく少数の例を除いて、すべて実物に即して調査した功績は極めて多大である。さらに所
蔵者の意向から写真撮影が許可されない多数について、所蔵機関に日参することで、翻字作業を
行って、内容確認を成し遂げたことは高く評価することができる。 
第一章でそれをまとめて、諸本相互の関係を整理しⅠ類からⅤ類に分かち、Ⅳ類までを児灌頂
の基本テキストとし、Ⅴ類について「胎生学的教説」（赤白二渧説）に分類されるものとして、「児
灌頂との直接的な繋がりを見いだすことは現状ではむずかしい」と評価づけたことは首肯できる。
第二章では、このⅣまでの諸本に共通する儀軌に関する記述を取り上げ、その実態を整理分析し
ている。これによって、これまでさまざまな要素が混在していた児灌頂の本質的な構造が浮かび
上がらせることとなった。 
第三章は、児灌頂伝本の書写の場として、関東の談義所の存在を指摘したもので、これま
で不明であった実態の一部を初めて解明した論である。その結果として、児灌頂儀礼の成立
自体は確言できないにせよ、これら児灌頂に関わる諸伝本の成立を十四世紀初頭であろうと
推測しているのは大きな成果である。付論は、申請者がかつてその悉皆調査に加わり、のち
に翻刻、書き下し、注釈を施して自費出版した岐阜の慈明院の『住持記』について再検討を
加えたもので、地域に違いはあるが、第三章で検討した中世談義所の実態解明資することで
第三章を補強するものとなっている。 
第Ⅱ部は、これまで今東光以来、児灌頂にかかわる主要資料として扱われてきた、叡山文
庫天海蔵の『弘児聖教秘伝私』について、虫損部分などについて江戸川乱歩旧蔵の昭和期書
写の立教大学図書館蔵本を参照しながら、その全体像を分析した。 
第四章では、『弘児聖教秘伝私』後半には「児灌頂」という語も記されず、儀礼に関係するこ
とのない記述がなされているのであり、これまでは本来児灌頂そのものとは関係しないこの後半
部をも含めて、児灌頂論が展開されてきた誤りを明確に指摘した。これは研究史上の大きな前進
というべきものである。 
第五章では、そもそも児灌頂を最初に紹介することとなった、今東光の小説自体がどのよ
うな状況下で書かれ、また内容的に近代小説としてどのように脚色されているかを丁寧に跡
づけている。今東光においては、『古今著聞集』の援用が見られ、児灌頂テキストとのずれが
あることの指摘も重要で、今後の研究において、必ず参照すべき基礎研究ということができ
る。 
第六章は、論文全体の中でも特筆すべき重要な章となっている。すなわち、髪を梳るとい
う動作によって、山王が児に降誕し、児の聖性が発現するという点で、これらの作法が児灌
頂そのものであることが明らかにされるが、これら作法についてはこれまでの研究史におい
て児灌頂と関わらせて考究されたことがなかった。児灌頂の中世思想における位置付けを考え
る上で新たな視点を切り開いたものと評価することができる。 
 資料編において全文の活字化がなされた、東京谷中の天王寺福田蔵蔵『児灌頂口決相承』、成
菩提院蔵『児灌頂式』、叡山無動寺蔵『児灌頂次第』、立教大学図書館蔵『弘児聖教秘伝』の四種
のテキストは、現在比較的容易に翻字が許諾されるテキストの全てであり、広く活用されること
が期待される。また、早期に関係機関のご理解を得て、全てのテキストの翻字が公開され、論文
本論と併せて公刊されることが強く期待されるところである。 
 よって、本学位申請論文は、奈良女子大学博士（文学）の学位を授与されるに十分な内容
を有していると判断した。 
